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本来支給額 実支給額

議　長

1,250,190円 1,187,681円

本来支給額から△5%

（削減額　62,509円）

副議長

1,036,170円 984,362円

本来支給額から△5%

（削減額　51,808円）

議　員

960,480円 912,456円

本来支給額から△5%

（削減額　48,024円）

〈
議
員
提
出
議
案
第
１
号
〉

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
伴
う
地
域
経
済
へ
の
影
響
及

び
町
の
財
政
状
況
を
鑑
み
、
町
議
会
議
員
の
６
月
期
末
手
当
を
５
％
減

額
し
ま
す
。 町

議
会
議
員
の
６
月
期
末
手
当
を
減
額
し
ま
す

Pickup 1

●　
５
月
・
６
月
・
７
月
会
議　
●

寒
川
町
の
こ
ん
な
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

５
月
・
６
月
・
７
月
会
議
の
議
案
は

町
長
提
出
議
案
・
・
・
・
16
件

議
員
提
出
議
案
・
・
・
・
１
件

5
月
会
議　
　

会
議
期
間　

5
月
20
日

6
月
会
議　
　

会
議
期
間　

6
月
2
日
〜
6
月
21
日

7
月
会
議　
　

会
議
期
間　

7
月
1
日

※
議
案
の
会
議
録
に
つ
い
て
は
８
月
下
旬
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
ま
す
。

減　　額　　表

今号では
この中から
７つを

Pick up
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本
庁
舎
女
性
用
ト
イ
レ
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
へ生

活
支
援
を
行
い
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
が
長
期
化
す
る
実
情
を

踏
ま
え
、
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
児
童
１
人
当
た
り
５
万
円

の
給
付
金
の
支
給
を
行
い
ま
す
。

　

来
庁
者
が
多
く
利
用
す
る
本
庁
舎
１
階
西
側
女
性
用
ト
イ
レ
は
、
経

年
劣
化
に
よ
る
壁
面
タ
イ
ル
剝
離
や
床
面
の
一
部
隆
起
な
ど
老
朽
化
が

著
し
い
こ
と
か
ら
、
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

Q　
給
付
金
の
仕
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A　
ひ
と
り
親
世
帯
分
に
つ
い
て
は
、県
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。令
和
３
年
４
月
支
給
分
の
児
童
扶
養
手
当
受

給
者
は
、申
請
不
要
で
す
。公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い

る
た
め
に
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
方
や
、

家
計
急
変
に
よ
り
収
入
が
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
と
同

じ
水
準
に
な
っ
て
い
る
方
は
、町
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
他
世
帯
分
に
つ
い
て
は
、令
和
３
年
３
月
末
時
点

で
18
歳
未
満
の
児
童（
障
が
い
児
の
場
合
20
歳
未
満
）を

養
育
す
る
父
母
等
で
、令
和
３
年
度
の
住
民
税
均
等
割

が
非
課
税
の
方
、ま
た
は
令
和
３
年
の
収
入
が
家
計
急

変
に
よ
り
住
民
税
非
課
税
相
当
に
な
っ
た
方
が
対
象
で

す
。そ
の
う
ち
令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
手
当
ま
た
は

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
は
、申
請
不
要
で
す
。

そ
れ
以
外
の
方
は
、町
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

Pickup 3

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た

Pickup 2

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た

Q　

緊
急
防
犯
ブ
ザ
ー
、お
む
つ
替
え
シ
ー

ト
を
設
置
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

A　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
面
か
ら
、緊
急
防
犯

ブ
ザ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
は
対
応
で
き
る
よ

う
調
整
し
て
い
ま
す
。

　

お
む
つ
替
え
シ
ー
ト
に
つ
い
て
は
施
設
の

構
造
上
、女
性
用
ト
イ
レ
、男
性
用
ト
イ
レ

と
同
じ
並
び
に
あ
る
多
目
的
ト
イ
レ
に
設

置
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
議
案
第
23
号
〉

〈
議
案
第
23
号
〉

5 月会議・6 月会議・7 月会議　議案審査
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Pickup 5
２か月分の使用料例

〈
議
案
第
27
号
〉

〈
議
案
第
31
号
〉

　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
配
慮
し
、
価
値
観
の
多
様
性
へ
の
対
応
を

図
る
た
め
、
印
鑑
登
録
原
票
の
登
録
事
項
及
び
印
鑑
登
録
証
明
書
の

記
載
事
項
か
ら
性
別
の
表
記
が
7
月
1
日
よ
り
削
除
さ
れ
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
の
汚
水
処
理
に
か
か
る
経
費
や
老
朽
化
し
つ
つ
あ
る
管
渠
等
の

維
持
管
理
費
等
に
よ
る
使
用
料
対
象
経
費
が
増
大
し
、現
在
の
使
用
料
で
は
賄
い

き
れ
な
い
た
め
、受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら
10
月
１
日
よ
り
使
用
料
が
改
定
さ
れ

ま
す
。

公
共
下
水
道
使
用
料
が
改
定
さ
れ
ま
す

印
鑑
登
録
証
明
書
の
記
載
事
項
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

性
別
の
表
記
が
削
除
さ
れ
ま
す

Pickup 4

※町は一括徴収のため上水道と下水道料金が合算して請求されます。
　今回の改定により下水道料金は増加しますが、上水道の料金は変更ありません。

金額は税込みです。

排出量 現行 
（円）

改定後 
（円）

増加額 
（円）

増加率
（％）

一
般
家
庭 

２
カ
月

１～２人 
世帯 25㎥ 2,456 ➡ 2,593 137 5.6

３～４人 
世帯 60㎥ 6,333 ➡ 6,685 352 5.6

事
業
者 

２
カ
月

中口 
排水者 500㎥ 81,265 ➡ 85,841 4,576 5.6

大口 
排水者 1,000㎥ 183,345 ➡ 193,861 10,516 5.7

Q　

印
鑑
登
録
す
る
際
の
申
請
書
や
、

証
明
書
を
取
得
す
る
際
の
交
付
請
求
書

な
ど
の
性
別
欄
も
無
く
な
る
の
か
。

A　

登
録
用
の
用
紙
、申
請
書
に
つ
い
て

も
性
別
欄
の
記
載
が
無
く
な
り
ま
す
。

Q　

施
行
日（
７
月
１
日
）以
前
に
登
録

し
た
方
が
施
行
日
以
降
に
性
別
記
載
が

な
い
証
明
書
を
希
望
さ
れ
た
場
合
は
ど

う
な
る
の
か
。

A　

施
行
日
以
降
に
つ
い
て
は
、全
て
性

別
記
載
が
無
い
証
明
書
に
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
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寒
川
町
営
プ
ー
ル
関
連
の
財
産
を
取
得
し
ま
す

防
災
行
政
用
無
線
を
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ

更
新
し
ま
す

　
現
行
の
ア
ナ
ロ
グ
方
式
の
通
信
網
は
各
機
器
類
が
老
朽
化
し
て
お
り
、

ま
た
、
令
和
４
年
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
に
移
行
さ
れ
無
線
機
が
使
用
で
き

な
く
な
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
更
新
し
、
災
害
時
の
情
報
伝
達
機

能
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

寒
川
町
営
プ
ー
ル
の
供
用
開
始
に
伴
い
、
関
連
の
財
産
（
管
理
棟
・

25
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル・幼
児
プ
ー
ル
等
）
を
県
企
業
庁
よ
り
取
得
し
ま
す
。

Q　
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

A　

双
方
向
通
信
機
能
、グ
ル
ー
プ
通
信
、文
字

伝
送
が
可
能
と
な
る
な
ど
、聞
き
取
り
に
く
い
と

い
う
問
題
の
解
消
に
よ
り
防
災
通
信
体
制
の
強

化
が
図
ら
れ
ま
す
。

Q　

グ
ル
ー
プ
通
信
と
は
何
か
。ま
た
、実
際
の

活
用
事
例
で
想
定
さ
れ
る
も
の
は
。

A　

複
数
の
専
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
設
定
し
、通
信

の
混
乱
や
個
人
情
報
の
漏
え
い
な
ど
を
防
ぐ
も
の

で
す
。

　

例
え
ば
道
路
や
下
水
道
な
ど
の
被
害
情
報
の

収
集・共
有
す
る
専
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
、ま
た
、福
祉

施
設
や
介
護
施
設
へ
の
要
援
護
者
の
搬
送
な
ど
、

個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
の
専
用
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
設
定
す
る
こ
と
な
ど
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

Pickup 7

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た

Pickup 6

〈
議
案
第
37
号
〉

25ｍプール

現行の防災行政用無線（移動系携帯型）

プールアスレチック・多目的広場 幼児プール

スライダープール

〈
議
案
第
35
号
〉

5 月会議・6 月会議・7 月会議　議案審査
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令和3年第2回定例会　5月会議・6月会議・7月会議　審議結果

議案
番号 審議結果

会派名 さむかわ自民党 大志会 日本
共産党 公明党 立憲

さむかわ
議
決
結
果

天
利
　
薫

横
手 

 

旭

杉
﨑 

隆
之

岸
本 

 

優

吉
田 

悟
朗

佐
藤 

正
憲

山
上
　
秀
樹

佐
藤 

一
夫

青
木 

 

博

山
田 

政
博

太
田
真
奈
美

黒
沢 
善
行

関
口 

光
男

小
泉
　
秀
輔

茂
内
　
久
代

橋
本
　
修
一

栁
田 

 

遊

柳
下 

雅
子

5月 議員提出
第1号

寒川町議会議員の議員報酬、費用弁
償及び期末手当に関する条例の
一部改正

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月

23 令和3年度寒川町一般会計補正予算
（第1号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 令和3年度寒川町国民健康保険事業
特別会計補正予算（第1号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 令和3年度寒川町介護保険事業特別
会計補正予算（第1号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 人権擁護委員候補者の推薦につき意
見を求めることについて 適　任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 寒川町印鑑条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 寒川町固定資産評価審査委員会条例
の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 寒川町国民健康保険条例の一部を改
正する条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 寒川町介護保険条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 寒川町公共下水道使用料条例の一部
改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

32 令和3年度寒川町一般会計補正予算
（第2号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33 寒川町個人情報保護条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

34 寒川町手数料条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 デジタル移動通信システム更新工事
請負契約の締結 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 財産の取得 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 財産の取得 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7月 38 令和3年度寒川町一般会計補正予算
（第3号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：賛成　●：反対　 　　　　（佐藤一夫議⻑は、表決には加わりません。橋本議員、栁田議員、柳下議員は会派に属さない議員です。）

本会議・委員会の記録を次の二次元コードからご覧いただけます。

本会議の記録 各委員会の記録 可決された
意見書・決議

本会議・委員会の記録

5 月会議・6 月会議・7 月会議　議案審査
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栁田　遊 議員

Q　
開
発
に
関
し
て
、町
で
は
開
発
指
導

要
綱
で
規
定
を
し
て
い
る
が
、要
綱
で
は

ま
ち
づ
く
り
へ
の
誘
導
に
限
界
が
あ
り
、

今
後
さ
ら
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
上
で
、町
独
自
の
開
発
ル
ー
ル
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。ま
ち
づ
く
り
条
例

の
制
定
な
ど
、町
独
自
の
開
発
に
係
る
都

市
計
画
の
取
り
組
み
は
。

A　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、地
域
の
住
民
に
よ
る
、協

働
の
取
り
組
み
が
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

り
、そ
の
上
で
良
質
な
地
域
環
境
形
成
に

向
け
た
基
準
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、都
市
計
画
や
土
地
利
用
調

整
な
ど
の
開
発
関
連
分
野
や
、住
民
参
加

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、総
合
的
な
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
条
例
の
制
定
を
目

指
し
、検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q　
少
子
高
齢
化
社
会
に
な
り
、多
く
の

方
々
が
免
許
を
返
納
さ
れ
た
後
も
、必
要

な
都
市
サ
ー
ビ
ス
ま
で
自
動
車
に
頼
ら

な
く
て
も
快
適
に
生
活
で
き
る
、公
共
交

通
の
利
便
性
向
上
の
取
り
組
み
は
。

A　

他
市
の
事
例
を
参
考
に
、
バ
ス
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
る

バ
ス
の
接
近
案
内
や
、
デ
マ
ン
ド
型
交

通
の
導
入
に
よ
る
利
用
時
間
の
指
定
、

サ
イ
ク
ル
ア
ン
ド
バ
ス
ラ
イ
ド
を
活
用

し
た
自
宅
か
ら
バ
ス
停
ま
で
の
移
動
方

法
の
確
保
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
に
よ
る

他
公
共
交
通
機
関
へ
の
接
続
な
ど
、
利

用
者
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
公
共
交

通
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
良
い
町
を

　
　

残
す
た
め
の
都
市
計
画
を
問
う

町
の
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
を
問
う

自動運転バス「NAVYA ARMA（ナビヤ アルマ）」
出典：茨城県境町 地方創生課

2 月会議・3 月会議・3 月第 2 回会議　議案審査

一
般
質
問
と
は
？

　
皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る

大
切
な
内
容
に
つ
い
て
、

町
議
会
議
員
が
町
に
対
し
て

質
問
を
行
い
ま
す
。

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

９
人
の
議
員
が

一　

般　

質　

問

一般質問 議員 9人が町政を問う
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ト
イ
レ
へ
の
常
備
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

Q　

生
理
の
貧
困
に
つ
い
て
、今
後
の
町

の
対
策
は
。

A　

生
理
用
品
の
無
償
提
供
の
み
な
ら

ず
、生
活
困
窮
の
根
本
的
な
問
題
解
決
に

向
け
、関
係
機
関
と
連
携
し
て
継
続
的
な

支
援
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
が
い

の
あ
る
人
に
つ
い
て
対
策
は
。

A　

予
約
を
取
る
こ
と
が
困
難
な
方
に

何
ら
か
の
形
で
サ
ポ
ー
ト
を
行
え
る
よ

う
、検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Q　

今
後
の
接
種
予
約
を
順
調
に
進
め

る
上
で
留
意
し
て
い
る
点
は
。

A　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
回
線
数
を
増
や

す
と
と
も
に
、予
約
枠
数
も
大
幅
に
増
や

し
ま
し
た
。今
後
は
、予
約
し
や
す
く
な

る
と
思
い
ま
す
が
、ま
だ
接
種
事
業
は
続

き
ま
す
の
で
、い
た
だ
い
た
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
意
見
を
参
考
に
混
乱
な
く
予
約

を
取
れ
る
よ
う
、対
応
に
努
め
ま
す
。

Q　
２
６
０
０
万
円
の
予
算
は
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
る
の
か
。ま
た
、日
本
サ
ッ
カ
ー

協
会
の
助
成
を
受
け
ら
れ
る
の
か
。

A　

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
地
、防
球
ネ
ッ
ト

の
設
置
、給
水
設
備
、散
水
設
備
の
設
置
、

安
全
費
で
す
。直
近
の
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

と
の
協
議
に
て
、整
地
、給
水
設
備
に
つ
い

て
助
成
対
象
と
な
る
と
示
さ
れ
ま
し
た
。

Q　
雨
天
後
に
で
き
る
水
た
ま
り
、ぬ
か

る
み
の
問
題
は
解
消
さ
れ
る
の
か
。

A　

グ
ラ
ウ
ン
ド
や
そ
の
周
辺
の
土
砂
す

り
付
け
に
よ
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
表
面
に
勾
配

を
設
け
、雨
水
を
処
理
す
る
こ
と
で
水
た
ま

Q　
生
理
用
品
は
、衛
生
的
な
生
活
を
送

る
上
で
必
需
品
と
考
え
る
。決
し
て
贅
沢

品
で
は
な
い
。町
の
認
識
は
。

A　

町
も
同
様
の
認
識
で
す
。３
月
会
議

で
別
の
議
員
か
ら
質
疑
や
意
見
が
出
さ
れ

て
お
り
、学
校
の
保
健
室
の
備
蓄
数
を
増

や
す
等
、対
策
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

Q　

保
健
室
で
相
談
し
た
上
で
の
配
布

な
の
で
、遠
慮
す
る
子
ど
も
が
い
る
か
も

し
れ
な
い
。学
校
施
設
の
女
子
ト
イ
レ
に

返
却
不
要
の
生
理
用
品
を
配
置
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
、町
の
見
解
は
。

A　
保
健
衛
生
的
な
視
点
や
児
童・生
徒

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
上
の
観
点
か
ら
、学
校

り
や
ぬ
か
る
み
の
課
題
解
決
を
し
ま
す
。

Q　
具
体
的
な
整
備
計
画
は
。

A　
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
地
工
事
を
12
月
に
一

般
競
争
入
札
に
よ
り
発
注
予
定
で
す
。

令
和
４
年
５
月
末
ま
で
に
整
地
を
完
了

し
、６
月
に
ポ
ッ
ト
苗
の
定
植
が
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
、そ
の
後
、令
和
５
年
３

月
末
ま
で
芝
生
の
育
成
期
間
を
設
け
、令

和
５
年
４
月
か
ら
の
天
然
芝
生
化
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
利
用
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

Q　

天
然
芝
育
成
期
間
中
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
代
替
え
は
。

A　
今
後
、町
サ
ッ
カ
ー
協
会
と
協
議
を

行
い
ま
す
。

Q　
に
ぎ
わ
い
創
出
や
交
流
の
場
の
実

現
に
向
け
、町
の
考
え
は
。

A　

河
川
法
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
規

制
が
あ
る
中
で
、富
士
山
が
き
れ
い
に
見

え
る
な
ど
眺
望
が
素
晴
ら
し
い
場
所
で

す
。今
後
の
整
備
に
当
た
り
関
係
機
関
、

河
川
管
理
者
、関
係
団
体
等
も
含
め
、多

く
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、新
し
い
施
設

整
備
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約　

利
便
性
を
図
れ

認
識
さ
れ
て
き
た
生
理
の
貧
困

困
っ
て
い
る
人
に
対
策
を

川
と
の
ふ
れ
あ
い
公
園
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
ぎ
わ
い
や
交
流
が
生
ま
れ
る
整
備
を

青木　博 議員

橋本  修一 議員

他市町村の実施例
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Q　

町
民
の
河
川
の
氾
濫
等
の
不
安
を

解
消
す
る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

A　

河
川
の
築
堤
整
備
や
流
量
の
確
保

等
の
ハ
ー
ド
対
策
、町
民
自
ら
の
避
難
行

動
と
そ
れ
に
資
す
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や

避
難
情
報
の
周
知
な
ど
ソ
フ
ト
対
策
の

双
方
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、内
水
対
策
に
つ
い
て
は
下
水
道

事
業
で
の
対
応
が
重
要
で
す
。

Q　
町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
が
運

用
さ
れ
た
が
、町
民
か
ら
危
険
箇
所
等
の

情
報
提
供
を
受
け
る
こ
と
は
可
能
か
。

A　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
情
報
提
供
等
は
、

迅
速
性
や
位
置
情
報
の
精
度
な
ど
に
お
い

Q　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
の
取

り
組
み
か
ら
見
え
て
き
た
課
題
は
。

A　
令
和
元
年
東
日
本
台
風
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
等
か
ら
、

災
害
の
特
性
や
感
染
対
策
に
応
じ
た
避
難

所
運
営
方
法
の
在
り
方
に
つ
い
て
で
す
。

Q　
円
滑
な
避
難
所
運
営
の
た
め
、ど
の

よ
う
な
体
制
の
構
築
を
図
っ
て
き
た
の
か
。

A　

避
難
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
に
備

え
る
た
め
、避
難
者
に
よ
る
自
主
的
な
運

営
体
制
へ
の
移
行
を
考
え
、避
難
所
協
力

班
を
設
置
し
、各
班
の
活
動
を
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
で
示
す
こ
と
で
、各
業
務
へ
の
理
解

て
有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q　

小
児
医
療
費
助
成
制
度
の
県
内
自

治
体
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

A　
寒
川
町
を
含
む
29
市
町
が
通
院
、入

院
と
も
に
中
学
３
年
生
ま
で
。大
井
町
は

通
院
、入
院
と
も
に
高
校
３
年
生
ま
で
。

清
川
村
は
通
院
が
中
学
３
年
生
ま
で
、入

院
は
高
校
３
年
生
ま
で
。川
崎
市
と
湯
河

原
町
は
通
院
が
小
学
６
年
生
ま
で
、入
院

は
中
学
３
年
生
ま
で
が
対
象
で
す
。

Q　

小
児
医
療
費
助
成
制
度
を
18
歳
ま

で
拡
充
す
る
こ
と
の
問
題
点
を
問
う
。

A　

就
労
さ
れ
て
収
入
を
得
て
い
る
方

や
、学
生
で
も
ア
ル
バ
イ
ト
等
で
一
定
の

収
入
の
あ
る
方
も
い
ま
す
。高
校
は
義
務

教
育
で
は
な
い
の
で
家
庭
の
経
済
状
況
も

勘
案
し
て
進
路
を
選
択
し
て
い
る
と
い
う

前
提
に
立
つ
と
、医
療
費
負
担
軽
減
を
ど

こ
ま
で
図
る
べ
き
な
の
か
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

を
図
り
ま
し
た
。

Q　

避
難
所
に
お
け
る
要
支
援
者
へ
支

援
拡
充
策
と
し
て
福
祉
避
難
所
の
設
置

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

A　
今
後
の
福
祉
避
難
所
の
拡
充
に
つ
い

て
は
、要
援
護
の
対
応
が
可
能
な
設
備
を

有
し
た
社
会
福
祉
施
設
と
協
議
し
な
が

ら
、防
災
協
定
締
結
の
さ
ら
な
る
拡
充
に

向
け
て
鋭
意
努
め
て
い
き
ま
す
。

Q　

避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
策
は
。

A　
非
接
触
型
の
体
温
計
や
パ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
等
を
備
蓄
し
、事
前
受
付
や
発
熱
者

等
の
た
め
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
確
保
に
つ
い

て
は
、施
設
管
理
者
と
協
議
し
て
い
ま
す
。

Q　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
は
被

害
を
最
小
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。そ
の
実
効

性
を
高
め
る
た
め
避
難
所
で
の
訓
練
が
あ

る
と
考
え
る
が
、今
後
の
取
り
組
み
は
。

A　

町
内
の
各
広
域
避
難
所
ご
と
に
訓

練
を
行
い
、結
果
を
検
証
し
て
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
改
正
し
な
が
ら
、よ
り
実
効
性
の
高

い
も
の
と
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

小
児
医
療
費
助
成
を

18
歳
ま
で
拡
充
せ
よ

災
害
対
応
力
を
強
化
す
る

実
効
性
あ
る
施
策
の
推
進
を

国
・
県
と
連
携
し
安
心
で
き
る

河
川
整
備
を
進
め
よ

柳下  雅子 議員

山田  政博 議員

避難所運営マニュアル　　　
「Ⅱ．避難所運営のあり方」より

目久尻川（宮山）

一般質問 議員 9人が町政を問う
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Q　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
後

遺
症
が
罹
患
者
の
約
半
数
の
方
に
出
て
い

る
と
の
報
告
が
あ
る
。町
で
も
そ
の
後
遺

症
に
対
す
る
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A　
後
遺
症
の
詳
し
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
不

明
で
、治
療
法
も
確
立
し
て
お
ら
ず
、感

染
症
の
後
遺
症
が
あ
る
方
は
、大
変
不
安

な
思
い
を
抱
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。こ

う
し
た
方
に
寄
り
添
う
こ
と
は
町
と
し
て

大
事
な
こ
と
で
あ
り
、後
遺
症
対
策
の
必

要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

Q　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

後
遺
症
に
悩
む
方
々
に
対
し
て
、町
は
ど

の
よ
う
に
寄
り
添
い
、ま
た
対
策
を
講
じ

Q　
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
、町
財

政
状
況
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

A　

今
後
経
済
悪
化
の
恐
れ
が
あ
る
と

さ
れ
る
中
で
、田
端
西
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
等
も
控
え
、公
共
施
設
の
老
朽
化

が
進
み
、高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
扶
助
費

等
の
負
担
も
あ
る
こ
と
か
ら
、厳
し
い
財

政
状
況
が
続
く
も
の
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

Q　
コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
経
済
が
疲
弊
し
、

長
期
財
政
推
計
の
見
直
し
が
必
要
で
あ

り
、集
約
施
設
の
建
設
時
期
も
見
直
し
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

A　
一
旦
決
定
し
た
も
の
だ
と
い
っ
て
町

民
不
在
で
進
め
る
の
で
は
な
く
、直
近
民

意
を
傾
聴
し
つ
つ
、今
後
の
財
政
負
担
を

含
め
熟
慮
を
重
ね
、時
勢
へ
の
変
化
も
踏

ま
え
な
が
ら
結
果
を
出
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

Q　

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
る
具
体
的

な
判
断
基
準
は
。

A　
気
象
警
報
等
や
、各
河
川
管
理
者
が

て
い
く
の
か
。

A　

既
に
開
設
し
て
い
る「
コ
ロ
ナ
健
康

相
談
」の
中
で
後
遺
症
に
つ
い
て
も
相
談

で
き
る
こ
と
の
周
知
を
図
り
、感
染
し
た

方
が
不
安
な
思
い
を
抱
え
続
け
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
努
め
ま
す
。ま
た
、県
や

国
に
対
し
て
も
対
策
の
要
望
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

Q　

第
３
次「
子
供・若
者
育
成
支
援
推

進
大
綱
」が
策
定
さ
れ
た
。大
綱
策
定
を

受
け
て
、特
に
若
者
に
対
し
て
町
は
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
る
の
か
。

A　
町
で
は
、必
要
に
応
じ
て
関
係
す
る

セ
ク
シ
ョ
ン
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、若

者
世
代
に
対
し
、施
策
や
事
業
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
、イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
社
会
に
よ
り
人
と
人
の
つ
な
が

り
が
希
薄
化
し
孤
立
感
の
増
加
が
深
刻

化
し
て
い
る
中
、若
者
に
対
す
る
居
場
所

づ
く
り
も
含
め
て
支
援
が
必
要
で
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

基
準
水
位
観
測
所
に
設
置
す
る
雨
量
の
テ

レ
メ
ー
タ
ー
、水
位
計
、河
川
監
視
カ
メ

ラ
、町
職
員
や
消
防
団
か
ら
の
現
場
の
状

況
等
に
よ
り
、河
川
の
状
況
を
十
分
に
把

握
し
適
切
な
判
断
行
動
を
取
る
こ
と
が
で

き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発
令
し
て
い
ま
す
。

Q　

避
難
情
報
の
発
信
が
重
要
と
考
え

る
が
、町
の
取
り
組
み
は
。

A　
防
災
行
政
用
無
線
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、メ
ー
ル
配
信
、ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南
の
端

末
機
な
ど
を
用
い
て
情
報
提
供
に
努
め
て

い
ま
す
。今
後
は
、町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
の
活
用
な
ど
、新
た
な
情
報
伝
達

手
段
の
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
集
約
施
設

建
設
時
期
を
見
直
す
考
え
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

後
遺
症
対
策
を
急
げ

天利　薫 議員

黒沢  善行 議員

若
者
に
対
す
る
支
援
策
の

必
要
性
を
問
う

災
害
基
本
法
改
正
に
伴
う
町
の
対
応
は

町メール配信サービス登録画面
（町HPより）
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杉㟢  隆之 議員

Q　

町
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
資
源
物
の
回

収
回
数
増
と
回
収
場
所
の
可
燃
ご
み
置

き
場
へ
の
転
換
は
十
分
に
可
能
と
考
え

る
。第
一
歩
と
し
て
エ
リ
ア
を
特
定
し
、テ

ス
ト
ト
ラ
イ
ア
ル
の
実
施
を
提
案
す
る
。

A　
一
部
の
地
区
を
定
め
て
、ト
ラ
イ
ア

ル
の
実
施
は
可
能
と
考
え
ま
す
。し
か

し
、現
在
、収
集
車
両
は
フ
ル
稼
働
の
状

況
で
あ
る
こ
と
や
、地
域
の
自
治
会
の
協

力
も
必
要
な
こ
と
か
ら
、調
整
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。資
源
物
の
月
２

回
収
集
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、置
場
の

停
車
時
間
延
長
に
よ
る
交
通
渋
滞
や
、利

便
性
の
向
上
に
応
じ
た
受
益
者
負
担
に
対

Q　
い
じ
め
を
見
抜
く
力
を
付
け
る
た

め
、教
員
向
け
の
研
修
の
実
施
状
況
は
。

A　
近
年
、い
じ
め
認
知
や
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境
が
多
様
化
し
て
い
る

こ
と
を
受
け
、教
職
員
研
修
会
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
。ま
た
、町
内
の
児
童・生
徒

指
導
担
任
教
職
員
研
修
会
に
お
い
て
は
、

国
や
県
の
動
向
に
関
す
る
最
新
情
報
を

共
有
し
た
り
、町
内
で
の
他
校
の
取
り
組

み
を
学
び
合
う
な
ど
し
て
い
ま
す
。

Q　

町
の
覚
悟
と
し
て「
い
じ
め
ゼ
ロ
宣

言
」を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

A　
い
じ
め
に
つ
い
て
は
、ど
の
子
ど
も

に
も
、ど
の
学
校
に
お
い
て
も
起
こ
り
得

る
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
を
持
ち
、対
応

し
て
い
く
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。学
校
で
の
積
極
的
な
見
取

り
と
教
育
委
員
会
で
行
っ
て
い
る
ネ
ッ
ト

パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
活
用
し
、さ
さ
い
な
兆

候
を
見
逃
す
こ
と
な
く
、積
極
的
に
認
知

し
、今
後
も
、児
童
・
生
徒
が
楽
し
く
学

び
つ
つ
、生
き
生
き
と
し
た
、い
じ
め
の

な
い
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、取
り
組

す
る
皆
さ
ま
の
考
え
、増
車
や
増
員
の
規

模
等
も
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、ま

ず
は
ト
ラ
イ
ア
ル
の
実
施
に
つ
い
て
調
査

研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
接
種
は
、年
齢
の
高
い
者
か
ら
実
施

し
、供
給
数
に
応
じ
た
予
約
を
行
う
べ
き

で
は
。

A　

年
齢
順
と
い
う
案
は
比
較
的
受
け

入
れ
や
す
い
と
思
い
ま
す
が
、接
種
券
の

発
送
時
期
や
予
約
開
始
時
期
を
ず
ら
す

な
ど
、い
ず
れ
に
し
て
も
予
約
可
能
枠
数

に
応
じ
た
運
用
を
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q　
不
確
定
な
情
報
に
も
対
応
す
べ
く
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
危
機
対
応
を
行
う

体
制
を
強
化
す
べ
き
で
は
。

A　
ワ
ク
チ
ン
供
給
を
は
じ
め
と
し
た
不

確
実
な
情
報
に
対
し
て
は
、シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
で
安
定
し
た
業
務
実

施
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ま
す
の
で
、若

い
世
代
の
接
種
に
つ
い
て
早
く
お
知
ら
せ

で
き
る
よ
う
、対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
ま
す
。

Q　
「
四
季
折
々
の
贈
り
物
」と
し
て
、農

産
物
を
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
す

る
こ
と
で
、厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
も

農
業
施
策
に
対
す
る
財
源
確
保
と
施
策

推
進
の
両
面
か
ら
の
取
り
組
み
が
可
能

と
な
る
と
考
え
る
が
、町
長
の
見
解
は
。

A　
現
在
、ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と

し
て
花か

卉き

等
を
お
送
り
し
て
非
常
に
好

評
を
得
て
い
ま
す
。今
後
も
高
付
加
価
値

の
農
産
物
を
提
供
で
き
る
よ
う
、生
産
者

や
農
業
協
同
組
合
等
と
実
施
に
向
け
、調

整
し
ま
す
。

横手　旭 議員

学
校
内
に
お
け
る
い
じ
め
対
策
を

ゴ
ミ
問
題
の
不
満
を
解
決

今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
提
案

農
業
政
策
の
拡
大
に
向
け
て

一般質問 議員 9人が町政を問う
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　建設経済常任委員会では、4月26日（月）にバリアフリー工事が完了したJR相模線倉見駅
を現地踏査し、新たに設置されたエレベーター、多目的トイレ、スロープなどの説明を受けま
した。

　建設経済常任委員会では、4月26日（月）に一部供用開始された倉見地内のさがみグリー
ンライン自転車道（県道409号相模川自転車道）を現地踏査し、今後の整備予定箇所などの
説明を受けました。

　文教福祉常任委員会では、6月29日（火）にHAYASHIウォーターパークさむかわ（町営プー
ル）を現地踏査し、施設の概要、新型コロナウイルス感染症対策にかかる説明を受けました。

バリアフリー工事が完了したJR相模線倉見駅を視察しました

さがみグリーンライン自転車道を視察しました

HAYASHIウォーターパークさむかわ（町営プール）を視察しました
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　建設経済常任委員会では、町内における道路事業並びに河川事業関係の要請を行うため、
７月８日（木）に県藤沢土木事務所に要請訪問しました。要請内容は次のとおりです。

　政務活動費は、地方自治法第100条第14項から第16項および寒川町
議会政務活動費の交付に関する条例に基づき寒川町議会議員の町政に
関する調査研究に資するため、必要な経費の一部として議会の会派また
は議員に対し一人当たり年額24万円を交付しています。
　なお、令和2年度については、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策
に寄与するため、一人当たり年額の1／2を返還しました。
　政務活動費の交付を受けた会派の経理責任者および議員は、前年度の交付に係る政務
活動費について、毎年4月30日までに政務活動費に係る収入および支出の報告書を議⻑に
提出することとなっています。
　町議会ホームページでは、報告書および政務活動記録簿を公開しています。また、提出さ
れた収支報告書や領収書等は、議会事務局で閲覧できます。

県藤沢土木事務所に要請訪問

令和２年度政務活動費収支報告

（単位：円）

①県道湘南台大神の整備促進について
②都市計画道路中海岸寒川線（寒川ＮＴＴ

以東）の整備促進について
③小出川の河川改修について
④目久尻川の雨水対策について
⑤さがみグリーンライン自転車道整備に

ついて

収　支　報　告　総　括　表

会　派　名 人数 交付額
新型コロナウイルス

感染症拡大防止策に
寄与するため一人
当たり　1/2返還

返還後の額
科　　　　　　　　　　目 収入支出の 

差引額 
（返還額）研究研修費 調査費 資料作成費 資料購入費 事 務 費 その他の

経費 合  計

大志会 4 960,000 △480,000 480,000 0 0 7,160 66,357 72,800 0 146,317 333,683 

さむかわ自民党 5 1,200,000 △600,000 600,000 42,000 0 13,375 111,122 196,913 1,100 364,510 235,490 

日本共産党 3 720,000 △360,000 360,000 0 0 2,515 91,147 159,576 0 253,238 106,762 

公明党 3 720,000 △360,000 360,000 12,500 0 3,755 33,000 185,829 770 235,854 124,146 

柳下　雅子 1 240,000 △120,000 120,000 0 0 160 70,539 28,975 0 99,674 20,326 

山蔦　紀一 1 240,000 △120,000 120,000 15,000 0 0 53,900 67,192 0 136,092 0 

栁田　遊 1 240,000 △120,000 120,000 70,000 0 60 2,420 18,000 0 90,480 29,520 

合　　計 18 4,320,000 △2,160,000 2,160,000 139,500 0 27,025 428,485 729,285 1,870 1,326,165 849,927 

政務活動費公開HP

議会 TOPICS
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議会を傍聴される皆さまへ

議会だよりに広告を載せませんか

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、皆さ
まの健康を守る観点から、当面の間は人数を制限した
上で傍聴を実施しています。ご理解とご協力をお願い
いたします。
　なお、会議の模様は、インターネット中継でもご視
聴いただけますのでご利用ください。
　ご不明な点については、議会事務局へお問い合わ
せください。
●議会事務局 総務担当　　TEL 0467-74-1111

　　  （内）341・342 

　さむかわ議会だよりでは有料広告を掲載しています。寒川町議会定例会における議会活動の内容等
を掲載している公的な情報誌です。年4回（2月、5月、8月、11月）に発行しており、各号、町内全
ての世帯・事業所に配布しています。（各号20,800部）

広告募集の概要

掲 載 場 所 裏表紙

広告の規格 縦115mm×横85mm

掲 載 料

１号あたりの掲載料　40,000円

年間（４号）一括申込による
掲載料144,000円

（1号あたり36,000円）

申 込 期 間
掲載を希望する号が発行される月の
3カ月前の1日～3カ月前の20日まで

日 月 火 水 木 金 土
8/22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 9/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

本会議
（議案上程等）

本会議
（委員長報告等）

総務常任
委員会

文教福祉
常任委員会

決算特別委員会

  本会議 （一般質問）

本会議
（議案質疑等）

建設経済
常任委員会

決算特別
委員会

東海道新幹線
新駅対策

特別委員会

田端西地区
まちづくり対策

特別委員会

※広告の原稿は、広告主の負担で作成してください。
※広告の内容に関する責任は、広告主になります。

● 広告見本 ●

9月会議日程

午前9時開会（会議の日程等は変更になる場合があります）
※9月6日（月）田端西地区まちづくり対策特別委員会は
午後1時15分開会
※9月24日（金）本会議は午前10時開会インターネット中継 傍聴について


